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★ 会場のフリースペースに、講師の多彩な実践知やコミュニケーション　　    　■プログラム　    支援ボード（警察版2008・救急用2011）をポスター展示いたします。★ 













日程�
時　 間�
テ　ー　マ�
講　師（敬称略）�
�
7


月30日


(土)�
13：00～14：00�
「自閉症教育の創出に向けて」�
東洋大学


　　　　　　　　　三苫  由紀雄�
�
�
14：10～15：30�
「地域生活につなげる


　コミュニケーションの指導と支援」�
香川大学


　　　　　　　　   坂井　 　聡�
�
�
15：40～17：00�
「自閉症の障害特性と生活に活かす


教育のあり方」�
横浜国立大学


渡部　 匡隆�
�
7月


31


日


(日)�
9：30～10：50�
「自閉症の教育課程と実践」�
東京都立高島特別支援学校


加藤　 智子�
�
�
11：00～12：20�
「豊かな地域生活実現に向けた


自閉症教育の実践」�
京都市立洛南中学校


黒田　 純子�
�
�
　　　　　　昼　　　食　（各自でおとりください）　�
�
�
13：20～14：40�
「就労実現に向けた自閉症教育の実践」�
静岡県立袋井特別支援学校


磐田見付分校　　　小島　 秀子�
�
�
14：45～15：45�
パネルディスカッション


「自閉症教育のアイディアと工夫」�
司会進行：渡部　 匡隆    


パネラー：加藤・黒田・小島・三苫�
�






発達障害講座４





今、自閉症教育の創出に向けて前進させていく必要があると考え本講座を企画いたしました。


　　長年、自閉症のある児童・生徒の教育は知的障害の教育の中で配慮されてきました。また、特別支援教育の推進の協議の中で、自閉症の障害特性に応じた教育の研究の必要性が提言され１０年が経ちました。各地域や学校・幼稚園・保育園等で、自閉症の障害特性に応じた視覚支援や教室の構造化などの配慮や工夫はスタンダードな実践となっています。今日、自閉症に特化した教育として、障害特性やニーズに応じ、将来や地域の生活を見据えた計画的、組織的、かつ実践的な教育の在り方を検討していく必要があると思います。


　　本講座では、注目すべき自閉症教育の実践から、自閉症の障害特性に基づく指導・支援の多彩な工夫やアイディアの実践知と、教室の中にとどまらない学校・家庭、地域、就労へと確実につなげ、豊かな生活を実現していく取り組みについて学んでいきたいと思います。


　　また、指導・支援の基礎となる自閉症の障害特性、特に、コミュニケーションや般化等について、新たな情報を踏まえ、改めて検討し理解を深める機会にしたいと思っています。是非、ご参加下さいますようお願いいたします。　　　　　　　   　　　　　企画講師　東洋大学非常勤講師　三苫 由紀雄


同　上　 横浜国立大学教授　渡部　 匡隆　　


 





期　　日：２０１１年 ７月３０日（土）・３１日（日）


受講対象：自閉症や特別支援教育に関わる教諭、養護教諭、学校関係者のほか、保育・相談に


関わる専門職の方、および保護者の方々


定　　員：１２０名（定員になり次第締切りますのでホームページ等でご確認ください）


受 講 料：１0,０００円（税込、昼食は各自でお取りください）


主　　催：明治安田こころの健康財団


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室　（※ 詳細地図は受講証に添付いたします）


東京都豊島区高田３－19－10　　　　 03－3986－7021


	ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分














今、自閉症教育の創出に向けて








